












実体験に基づいた話である。そうした意味では,ESDの「人の意志・行動に関する概念」に関

わるものと考えられる。その重い内容は，鑑賞活動において，子どもたちの真剣な態度や感情

を引き出しやすいものである。

生徒観・指導観（思考力・判断力・表現力との関連と指導について）

・子どもたちは非常に明朗かつ素直である。教師との信頼関係もできており，美術の授業に対す

る関心・意欲も高い。そのため，課題が明確な場合には，構想し，まとめる力（美術科におけ

る表現力）に優れた成果が期待できるが，一年生ということもあり，知識・技能や，自ら課題

を見つけ，豊かに発想する力（思考力，判断力）については，まだ浅く表面的な様子がうかが

える。

・鑑賞活動において，漠然と色や形からイメージや感情を受け取るだけでなく，事前に学習した

知識・技能（本単元の場合は鉛筆の表現技法や視覚的効果）と結びつけて考えたり（思考力)，

それを伝え合ったり（表現力…言語活動）すること，表現活動において，事前に学習した知識・

技能を意識しながら発想・構想したり（思考力・判断力），実際に制作に生かしたり（表現力）

することで，「教科の思考力・判断力・表現力」の育成を意図している。それは,ESDの視点に

立った学習指導で重視する能力・態度における「③多面的，総合的に考える力」，「④コミュニ

ケーションを行う力」にもつながると考えた。さらに，国語科の学習で作品に対する理解を深

めて鑑賞活動，表現活動に臨むことで，それらの能力の育成はより一層深まると考えた。

◆指導計画（総時数9時間）

第1次導入（鉛筆の基本的な技法と効果）（3時間）

・ナイフでの削り方，硬度の種類,1本の線でできること

・複数の線でできること，描く前後でできること

・技法・効果で伝える感情・イメージ

第2次鑑賞「おとなになれなかった弟たちへ･･･」挿絵から(1時間）

第3次制作「おとなになれなかった弟たちへ･･･」本文から（4時間）

第4次まとめ(1時間）

◆ESDに関わる取り組みのポイント

・国語科の単元「大人になれなかった弟たちへ…」の原作絵本には，全17点の挿絵が描かれている。

教科書で使われている2点の挿絵以外から新たな2点（図4）を取り上げ，それぞれ異なった以下の

観点で鑑賞活動を行った。

A･･･どんな鉛筆の技法と効果が使われてい

るかを考え，実際に同じような効果が

作れるかを試し，その効果は挿絵にど

んなイメージを加えているかを考える。

B…描かれた空，雲，山，道，人は，鉛筆

のどんな技法・効果によって描かれて

いるかを考え，その効果によってどん

な色，空気感を感じるかを考える。

・子どもたちは，すでに国語の授業で同作品

を全文読んでおり，その内容についてある

程度の理解をしている。ここでは提示した
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図4生徒配布資料（鑑賞活動用）








